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男
女
が
互
い
に
認
め
合
い
、
そ
の
個
性

や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
を
め
ざ
し
た
取
組
が
、
行
政
、

企
業
な
ど
社
会
全
体
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
も
「
福
知
山
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
、
「
第
３
次
福
知
山
市

男
女
共
同
参
画
計
画
は
ば
た
き
プ
ラ
ン

２
０
１
１
」
に
も
と
づ
き
、
人
権
を
尊
重

し
、
男
女
が
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い

な
が
ら
、
と
も
に
輝
け
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
職
場
や
地
域
、

家
庭
で
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
男
女
が
と
も

に
考
え
る　

は
ば
た
き
セ
ミ
ナ
ー
」
が
年

４
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
（
月
）
に
夜
久
野
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
は
ば
た
き

セ
ミ
ナ
ー
」
第
２
講
座
は
、
「
笑
い
ヨ
ガ

と
わ
い
わ
い
ト
ー
ク
」
と
題
し
、
身
の
回

り
に
あ
る
性
別
役
割
分
担
意
識
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
中
丹
エ
リ
ア
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
働
く
女

性
の
活
躍
を
支
援
す
る
「
中
丹
地
域
を
結

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会　

Ｃ
Ｈ
Ｕ-

ト
レ

イ
ン
」
の
皆
さ
ん
を
招
き
、
高
齢
者
の
人

か
ら
子
育
て
世
代
の
人
ま
で
男
女
あ
わ
せ

て
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

笑
い
ヨ
ガ
と
は
、
笑
い
が
健
康
に
良

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す

る
こ
と
に
注
目
し
、
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ

の
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
法
で

す
。
そ
の
独
特
な
動
き
に
、
は
じ
め
は
恥

ず
か
し
そ
う
な
様
子
の
皆
さ
ん
で
し
た

が
、
次
第
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
思
い
切
り

笑
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
笑
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
あ

と
は
、
女
性
が
働
く
こ
と
、
ま
た
、
男
性

が
家
事
を
す
る
こ
と
な
ど
生
活
の
中
に
あ

る
男
女
の
役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て
、
な

ご
や
か
に
話
し
合
い
ま
し
た

　

参
加
し
た
谷た
に

川か
わ

愉ゆ

美み

さ
ん
は
、
笑
い
の

絶
え
な
い
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
、
「
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

「
男
女
が
と
も
に
考
え
る
は
ば
た
き
セ

ミ
ナ
ー
」
で
は
、
第
１
講
座
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

を
、
第
３
講
座
に
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
職
場
・
地
域
・
家
庭
で
、
自
分

ら
し
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
、
み
ん
な
で
考
え
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　

く
わ
し
く
は
、
人
権
推
進
室
・
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
TEL 

24-

７
０
２
２
・

FAX 

23-

６
５
３
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
秘
書
広
報
課
）

みんなで考える　男女共同参画
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ヘルプマークとは
　義肢や人工関節を使用している人や内部障害や難病の人など、援助や
配慮を必要としていることが外見からは分からない人がいます。
　そうした人たちが、周囲の人に配慮を必要としていることを知らせる
ことで、援助を得やすくなるよう作成したマークです。
　ヘルプマークを身につけている人を見かけたら、電車・バス内で席を
ゆずる、困っているようであれば声をかけるなどの配慮をお願いします。

■ 配布しているところ（障害者手帳や診断書の提示は不要です）
　　○社会福祉課障害福祉係　TEL２４―７０１７
　　○生 活 交 通 課　TEL２４―７０２０
　　○中央保健福祉センター　TEL２３―２７８８
　　○三　　和　　支　　所　TEL５８―３００１
　　○夜 久 野 支 所　TEL３７―１１０１
　　○大　　江　　支　　所　TEL５６―１１０１

※そのほか街で見かける障害のある人に関するマークには次のようなものもありますのでご紹介します。

障害者のため
の国際シンボ
ルマーク

障害のある人が利用できる建物、施設であることを明確に表すための
世界共通のシンボルマークです。マークの使用については国際リハビ
リテーション協会の「使用指針」により定められています。
駐車場などでこのマークを見かけた場合には、障害のある人の利用へ
の配慮について、御理解、御協力をお願いします。

身体障害者標
識（身体障害
者マーク）

肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されている人が運転す
る車に表示するマークです。
このマークを付けた車に幅寄せや割り込み運転は、行ってはいけませ
ん。

聴覚障害者標
識（聴覚障害
者マーク）

聴覚障害であることを理由に免許に条件を付されている人が運転する
車に表示するマークです。
このマークを付けた車に幅寄せや割り込み運転は、行ってはいけませ
ん。

盲人のための
国際シンボル
マーク

視覚に障害のある人のための世界共通のマークです。
視覚に障害のある人の安全やバリアフリーに考慮された建物、設備、
機器などに付けられています。
このマークを見かけた場合には、視覚に障害のある人の利用への配慮
について、御理解、御協力をお願いします。

耳マーク

聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・聞こえにくい
人への配慮を表すマークでもあります。
聴覚に障害のある人は見た目には障害のようすが分からないために、
誤解されたり、不利益をこうむったり、社会生活上で不安が少なくあ
りません。
このマークを掲示された場合は、相手が「聞こえない・聞こえにくい」
ことを理解し、コミュニケーションの方法等への配慮について御協力
をお願いします。

ほじょ犬
マーク

身体障害者補助犬法の啓発のためのマークです。
身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言います。
補助犬はペットではありません。体の不自由な人の体の一部となって
働いています。補助犬を同伴していても使用者への援助が必要な場合
があります。使用者が困っている様子を見かけたら、積極的にお声か
けをお願いします。

ヘルプマーク
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平成29年度 人権標語応募作品
　各小中学校に「人権と平和に関する標語」を『児童・生徒の部』と『一般の部』で募集をし
ました。気持ちのこもった作品をたくさんいただき、ありがとうございました。
　みなさんの作品をとおして、お互いの思いやりや心配り、命の大切さを考え、「人権尊重の
輪」を広めましょう。応募された標語はチラシへの掲載や広報ふくちやまで啓発活動に利用さ
せていただきます。以下、一部をご紹介します。

■生涯学習課（TEL24-7064・FAX24-4880）

…… 児童・生徒の部 ……
無関心　そういう態度が　いじめ生む

（夜久野学園9年生）
いのちって　だいじにしなきゃ　だめなんだ

（細見小学校2年生）
今すぐに　伝えてあげて　一人じゃない

（美鈴小学校６年生）
ひとりぼっち
　ひとことかければ　あたたかい　　　  

（金谷小学校2年生）
思いやり　相手も自分も　幸せに

（六人部中学校３年生）
友達と　なかよくすごす　楽しい日

（上豊富小学校４年生）
ともだちの　えがおがないと　かなしいな

（天津小学校１年生）

なかないで
　いっしょにいるよ　あそぼうよ

　　　 （雀部小学校３年生）
できること　十人十色　それがいい

（成和中学校3年生）
人と人　助け合って　難　乗りこえる

（庵我小学校６年生）
きめつけず　もっとよく見て　よく知って

（惇明小学校2年生）
かっこいい
　ともだちだいじに　できるひと

　　　  （大正小学校1年生）

…… 一  般  の  部 ……
我が子に伝えたい
 　　初めて抱いた時に感じた　命の重み

（雀部小学校保護者）

オストメイト
マーク

人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）のための設備
があることを表しています。
オストメイト対応のトイレの入口・案内誘導プレートに表示されてい
ます。

ハート・
プラスマーク

「身体内部に障害がある人」を表しています。身体内部（心臓、呼吸機能、
じん臓、膀胱・直腸、小腸、肝臓、免疫機能）に障害がある人は外見
からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあります。
内部障害の方の中には、電車などの優先席に座りたい、近辺での携帯
電話使用を控えてほしい、障害者用駐車スペースに停めたい、といっ
たことを希望している人もあります。このマークを着用されている人
を見かけた場合には内部障害への配慮について御理解、御協力をお願
いします。

（社会福祉法
人日本盲人会
連合推奨マー
ク）

白杖を頭上50㎝程度に掲げてSOSのシグナルを示している視覚に障害
のある人を見かけたら進んで声をかけて支援しようという「白杖SOS
シグナル」運動の普及啓発シンボルマークです。
白杖によるSOSのシグナルを見かけたら、進んで声をかけ、困ってい
ることなどを聞き、サポートをしてください。
※駅のホーム上などで視覚に障害のある人が危険に遭遇しそうな場合
は、SOSのシグナルを示していなくても、声をかけてサポートをして
ください。

「白杖 SOSシグナル」
普及啓発シンボルマーク
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ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
ス
ト
ッ
プ
講
座
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
小
学
校
９
校
で
実
施
し
た
「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
ス
ト
ッ
プ
講
座
」
を
今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
市
内
小
学
校
10
校
で
実
施
予
定
に
し
て
お
り
、

講
師
に
は
引
き
続
き
、
兵
庫
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
篠し
の

原は
ら

嘉か

一い
ち

さ
ん
を
お
招
き
し
、
最
新
の
ネ
ッ
ト

や
ア※
１

プ
リ
の
情
報
を
織
り
交
ぜ
て
講
話
い
た
だ
い
て
ま

す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
現
代
の
ネ
ッ
ト
環
境
に
精
通

し
て
い
る
現
状
を
保
護
者
や
教
職
員
に
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
の

危
険
性
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
使
用
法
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
ス
ト
ッ
プ
講
座
で

学
ん
で
い
る
こ
と
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ス
マ
ホ
の
危
険
性

　

Ｓ※
２

Ｎ
Ｓ
関
連
ア
プ
リ
の
中
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内

の
電
話
帳
情
報
を
取
得
し
、
同
じ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
を
検

索
す
る
機
能
が
付
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の

端
末
に
保
存
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
に
渡
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た
め

個
人
情
報
流
出
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
写
真
の
危
険
性

　

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
写
真
は
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

オ
フ
に
し
な
い
と
位
置
情
報
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ま

ま
撮
影
し
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
投
稿
し
て
し
ま
う

と
そ
の
情
報
が
第
三
者
に
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
宅
で
撮
影
し
た
写
真
を
そ
の
ま
ま
投
稿
し
た
場
合
、

自
宅
の
場
所
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
ス
ト
ー
カ
ー

の
被
害
に
遭
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
十
分
注
意
が
必
要

で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

守
る
た
め
に

　

ネ
ッ
ト
社
会
で
あ
る
現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
ス

マ
ホ
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

子
ど
も
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
か

つ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
大
人
た
ち
は
子

ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

使
用
す
る
際
の
マ
ナ
ー
や
危
険
性
を
し
っ
か
り
と
伝
え

う
ま
く
使
用
で
き
る
よ
う
教
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
子
ど
も
だ
け
で
な
く
子
ど
も
と
大
人
一

緒
に
約
束
ご
と
を
作
り
正
し
く
使
用
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
そ
の
約

束
ご
と
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一
緒
に
な
り
作
成
し
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。

　

12
月
１
日
に
開
催
す
る
『
い
じ
め
防
止
講
演
会
』
で

は
実
際
に
福
知
山
市
立
上
豊
富
小
学
校
で
作
成
さ
れ
た

ル
ー
ル
や
取
り
組
み
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

各
家
庭
で
も
一
度
親
子
で
話
し
合
う
機
会
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
１　

ア
プ
リ
…
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

よ
り
便
利
に
、
よ
り
自
分
ら
し
く
使
う
た
め
に
追
加
す
る
も
の
。

※
２　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
の
略
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
支
援
・
促
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
。
ラ
イ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
。

■
学
校
教
育
課（
TEL 

24-

７
０
４
０
・
FAX 

24-

４
８
８
０
）

小
学
校
親
子
授
業

「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
ス
ト
ッ
プ
講
座
」

小
学
校
親
子
授
業　

実
施
校

　
・
昭
和
小（
９
月
４
日
）　
・
美
河
小（
９
月
28
日
）

　
・
遷
喬
小（
11
月
20
日
）　
・
金
谷
小（
11
月
29
日
）

　
・
細
見
小（
11
月
30
日
）　
・
佐
賀
小（
12
月
11
日
）

　
・
有
仁
小（
12
月
11
日
）　
・
惇
明
小（
12
月
18
日
）

　
・
大
正
小（
12
月
18
日
）　
・
雀
部
小（
●
月
●
日
）

講師　篠原嘉一さん
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11 月は児童虐
ぎ ゃ く

待
た い

防止推進月間です
　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
及
び
人
格

形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
次
の
世

代
に
引
き
継
が
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
も
の
で
あ
り
、

子
ど
も
に
対
す
る
最
も
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

福
知
山
市
の
虐
待
の
現
状

　

本
市
の
児
童
虐
待
の
人
数
は
、
全
国
の
状
況
と
同

様
に
増
加
し
て
い
ま
す
。　
　

　

平
成
28
年
度
、
本
市
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
児
童
虐
待
等
の
受
理
人
数
は
、
２
７
０
人

で
、
そ
の
内
の
２
４
５
人
が
虐
待(

疑
い
を
含
む)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
つ
け
と
虐
待

　

子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
に
よ
る
「
愛
の
鞭
」
は
、

絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
は
、
思
い
通
り
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ラ
イ
ラ
し
、
つ
い
、
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し

た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
つ
け
と

称
し
て
、
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

体
罰
や
暴
言
は
、
し
つ
け
に
効
果
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
恐
怖
に
よ
り
子
ど
も
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
だ
け
で
、
子
ど
も
が
、
な
ぜ
叱
ら

れ
た
の
か
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
し
つ
け
の
効
果
も

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

右
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
て
子
ど
も
に
向

き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　

【
子
育
て
の
悩
み
が
あ
る
と
き
は
…
】

　

■
子
育
て
支
援
課　

TEL 

24-

７
０
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX 

23-

６
５
３
７

　

■
健
康
推
進
課　

TEL 

23-

２
７
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX 

23-

６
５
３
７

　

■
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

１
８
９

子どもを健やかに
　　　　育むために

ポイント

1 子育てに体罰や暴言を使わない！
「叩かない・怒鳴らない」
　　　　　を心に決めましょう。

ポイント

2 子どもが親に恐怖を持つと、
ＳＯＳを伝えられない。

ポイント

3 爆発寸前のイライラをクールダウン
自分なりの方法を見つけておきましょう。

ポイント

4 親自身がＳＯＳを出そう！
子育ての負担を一人で抱え込まないでね。

ポイント

5 子どもの気持ちと行動を分けて考え、
育ちを応援。
大らかに構えましょう。

～愛の ゼロ作戦～
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成年後見制度について知っていますか？
　成年後見制度とは、認知症や障害などにより判断能力が不十分な人が不利益を被らないよう、支援
する制度です。家庭裁判所で選ばれた成年後見人などが支援をします。

その人の判断能力により、

○後見・・・自己の財産の管理・処分ができない
○保佐・・・自己の財産の管理・処分を行うには常に援助が必要である
○補助・・・自己の財産の管理・処分を行うには援助が必要な場合がある

の３種類があります。

　成年後見制度の利用促進については、平成28年５月に成年後見制度の利用の促進に関する法律が
施行され、平成29年３月には、成年後見制度利用促進基本計画が決定されています。今後、認知症
高齢者や一人暮らし高齢者の増加が見込まれており、成年後見制度を必要とする人も増えていくと思
われます。

成年後見制度に関する相談窓口
桃映・南陵地域包括支援センター　　TEL ２４－７０７３
成和地域包括支援センター　　　　　TEL ３４－０５５９
日新地域包括支援センター　　　　　TEL ４５－３２２７
六人部・三和地域包括支援センター　TEL ５８－２１２０
川口・夜久野地域包括支援センター　TEL ３７－１１０８
北陵・大江地域包括支援センター　　TEL ５６－１１０６
成年後見センター　　　　　　　　　TEL ２５－３２１１

元気な高齢者の

　　　　活動を
紹介！

福知山市では今年５月から、健幸いきいき倶楽部を各地域で
行っています。職員と参加者が一緒に楽しく体操などを行っ
ており、65歳以上の方ならどなたでも参加いただけます。
（事前の申し込みは必要ありません）
いつまでも住み慣れた地域で元気に過ごしていただくため、
皆さんも一度参加されてみませんか？

実　施　日　時 実　　施　　場　　所
月曜日 13:30 ～ 15:30 特別養護老人ホーム　三愛荘（猪崎）（※10月から）

火曜日
9:30 ～ 11:30 特別養護老人ホーム　五十鈴荘（大江町二俣）
13:30 ～ 15:30 特別養護老人ホーム　豊の郷（大門）

水曜日
9:30 ～ 11:30 特別養護老人ホーム　グリーンビラ夜久野（夜久野町平野）
13:30 ～ 15:30 川口地域公民館（野花）

木曜日
9:30 ～ 11:30 地域密着型介護福祉施設　橘（三和町千束）
13:30 ～ 15:30 日新地域公民館（石原）

金曜日
9:30 ～ 11:30 高齢者複合福祉施設　晴風（大内）
13:30 ～ 15:30 高齢者総合福祉施設　えるむ（旭が丘）

※祝日、警報発令時等実施しない場合があります。詳しくは下記までお問い合わせください。
■高齢者福祉課（TEL24-7013・FAX22-9073）
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地域ぐるみの多文化共生
　本市では、外国籍市民も同じ地域の住民として互いに認め合い、
共に幸せを生きることができる「多文化共生」を推進しています。
　平成29年度からは、文化庁『「生活者としての外国人」のための日本語教育事業地域日本
語教育スタートアッププログラム』の採択を受けて、地域日本語教室の開設・運営支援に取
組んでいます。
　国籍や文化の違いにとらわれず、偏見や誤解のない対等な関係を築き、人権が尊重され、
誰もが「共に幸せを生きる」多文化共生社会の実現をめざして、みんなで協力し、地域ぐる
みで取組みましょう。

つながろう
！

活かそう！ 飛び込もう
！

学ぼう！

【多文化共生推進講演会
―地域ぐるみの多文化共生―】
 日時　　平成29年11月19日(日)
　　　　 午後１時30分～午後３時

 場所　　福知山公立大学４号館101号室

 講師　　西原　鈴子さん
　　　　 (地域日本語教育スタートアップ
　　　　 プログラムシニアアドバイザー)

【福知山市国際交流発表会】

 日時　　平成30年2月（予定）
　  　　  午後１時30分～午後4時

 場所　　市内

 内容 　  ○外国籍市民によるスピーチ
　　　　 ○異文化交流ワークショップ

【国際交流ボランティア】

 募集分野　
①ホストファミリー
②通訳・翻訳
③文化・得意分野の紹介
④福知山市国際交流ネットワーク会議
　活動支援

【ふくちやま日本語教室】
 日時　　毎週日曜　午後２時～午後4時
　　　　 ※第５日曜及び祝日等除く

 場所　　人権ふれあいセンター堀会館

 内容　　○外国籍市民へ、教材を
　　　　　 用いての日本語教育
　　　　 ○交流イベント
　　　　　 (七夕まつりなど)

各事業の問合先：まちづくり観光課（TEL24-7076・FAX24-6537）

にしはら すず こ

※詳細は広報ふくちやま1月号に掲載予定です。
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○
市
民
の
皆
さ
ん
の

　

意
識
は

　

平
成
26
年
に
実
施
し
た｢

福

知
山
市
人
権
問
題
に
関
す
る
意

識
調
査
」
の
結
果
を
見
る
と
、

同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
に

対
し
て
、
反
対
し
な
い
と
い
う

人
は
、
36
・
７
％
で
し
た
。
一

方
、
反
対
す
る
・
心
情
的
に
は

反
対
と
い
っ
た
意
識
を
示
す
人

も
35
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
調
査（
平
成
22
年
度
実
施
）

と
比
較
す
る
と
、
反
対
し
な
い

人
が
29
・
９
％
か
ら
少
し
増
加

し
、
反
対
す
る
・
心
情
的
に
は

反
対
と
い
っ
た
意
識
を
示
す
人

は
39
・
６
％
か
ら
少
し
減
少
し

て
い
ま
す
。
反
対
し
な
い
と
い

う
人
が
増
え
て
は
い
ま
す
が
、

約
４
割
の
人
に
結
婚
に
反
対
す

る
と
い
う
意
識
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
別
の
設
問
で
、「
お

子
さ
ん
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近

な
人
の
結
婚
相
手
を
考
え
る

際
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
」
と
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
「
相
手
の
人
柄
や
性
格
」
を

92
・
３
％
の
人
が
選
択
し
て
い

ま
す
。　

　

大
切
な
の
は「
人
柄
や
性
格
」

で
あ
り
、
誰
も
が
自
分
自
身
を

見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
い
ま
だ
存
在
す
る

　

差
別
意
識

　

残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
出
身

や
家
柄
な
ど
を
理
由
に
結
婚
や

就
職
に
際
し
て
、
不
利
益
な
扱

あなたは
どう思われますか？

■身近な人が結婚を望んでいる場合、
　あなたはどのような態度をとりますか？
　（同和地区出身者との結婚）

■同和地区出身者との結婚について《前回との比較》

今回調査
（26年度）

前回調査
（22年度）

反対しない 36.7％ 29.9％

反対する
心情的には反対 35.5％ 39.6％

■お子さんなど、あなたの身近な人の結婚相手を考える際、気になることはありますか？

反対する
6.7％ 賛成したいが、

迷いながらも
反対する
6.7％

心情的には
反対だが、
迷いながらも
意思を
尊重する
22.1％

反対しない
36.7％
反対しない
36.7％
反対しない
36.7％

わからない
22.1％
わからない
22.1％
わからない
22.1％

無回答
5.7％

0 20 40 60 80 100％

1. 相手の人柄や性格
2. 相手の学歴
3. 相手の経済力・収入
4. 相手の職業
5. 相手の家族の職業
6. 相手の家柄・血筋
7. 相手の国籍・民族
8. 相手の財産
9. 相手の容姿・身なり
10. 特に気にしない

92.3％
20.4％

58.8％58.8％58.8％

44.5％
16.0％16.0％16.0％
14.4％14.4％14.4％

21.7％

7.2％
32.6％32.6％32.6％

14.2％14.2％14.2％



9　人権週間特集号 2017. 11

い
が
さ
れ
た
り
、
住
居
を
選
ぶ

と
き
に
同
和
地
区
を
避
け
よ
う

と
す
る
な
ど
の
差
別
行
為
が
存

在
し
て
お
り
、
本
市
で
も
結
婚

や
引
越
し
に
際
し
て
の
同
和
地

区
問
い
合
わ
せ
や
戸
籍
謄
本
等

の
不
正
取
得
、
公
共
施
設
へ
の

落
書
き
な
ど
起
き
て
い
ま
す
。

○
部
落
差
別
解
消
法

　

に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
同
和
地
区
出
身
者

に
対
す
る
差
別
（
部
落
差
別
）

を
な
く
す
た
め
、「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
部
落
差
別
解
消
法
）」
が
昨
年

12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
い
ま
も
部
落

差
別
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
差

別
的
な
書
込
み
が
さ
れ
る
な
ど

情
報
化
の
進
展
に
よ
る
状
況
の

変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
改
め
て
部
落
差
別
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落

差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
相
談
体
制
の

充
実
」「
教
育
・
啓
発
」「
部
落

差
別
の
実
態
調
査
」
に
取
組
む

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

○
差
別
を
な
く
し
て

　

い
く
た
め
に

　

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な

く
す
取
組
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
に
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別

解
消
法
）」
が
、
ま
た
６
月
に

は
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に

向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ら
の
問

題
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
、
差
別
を
な
く
す
た

め
の
行
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
人
権
推
進
室

（
TEL 

24-

７
０
２
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

　　

『身元調査とは』
　結婚や就職のときに、興信所な
どの調査業者に依頼したり、知人
や近所の人などへ聞き合わせた
りして、本人の知らないところで
個人に関する情報を調べること
をいいます。この行為は単にプラ
イバシーの侵害だけでなく、国籍
や社会的身分、家柄、職業、出身
地、宗教、信条などを理由に人を
避け、排除する目的でおこなう差
別行為であり、決して許されない
ものです。
　本市では、差別につながる身元
調査をなくし、住みよい社会にし
ていくために、「身元調査お断り
ステッカー」を作成し各戸の玄関
などに表示する活動などを展開
しています。　　　　　　　　
　「身元調査　しない・させない・
見逃さない」
取組を私たち
一人ひとりの
課題として実
践していきま
しょう。

人にいちばん近いまちづくり人にいちばん近いまちづくり
人権講演会を開催します人権講演会を開催します
　12月の人権週間推進事業として、人権について考えて
いただくことを目的に開催します。ぜひご参加ください。
○と　き／平成 29年 12月 6日（水）
　　　　　午後 7時～ 9時
○ところ／福知山市民ホール
　　　　　ハピネスふくちやま４階（内記三丁目）
○内　容／＜第１部＞人権擁護委員による活動報告
　　　　　＜第２部＞人権講演会
　「これからの人権教育啓発の課題
　　　　　～部落問題をどう語り、伝えていくのか～」

○講　師／石
いし

元
もと

　清
きよ

英
ひで

さん
　　　　　（関西大学教授）
《講師プロフィール》
　大学院で被差別部落の現状研究を
始め、現在は関西大学の教授を務め
る。
　また、多くの自治体の審議会、懇話
会委員を務めるなど、学外での活動も
活発に行っている。

○定　員／ 350 人（当日先着順）
○入場料／無料・予約不要
○その他／保育ルーム・要約筆記・手話通訳・磁気ループ・

赤外線補聴システムを準備しています。
■人権推進室（TEL24-7022・FAX23-6537）
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住民票・戸籍謄本など　第三者に不正取得はさせない
～事前登録型本人通知制度に登録しましょう～

　事前登録型本人通知制度は、不正取得と特定の人物による権限の悪用を未然に防ぎ、市民のみなさ
んのプライバシーを守る制度です。福知山市に住民登録や本籍のある人が、事前に登録しておくこと
で、代理人や第三者などの本人以外に戸籍や住民票の写しなどが交付されたときに、通知します。
　戸籍謄本などを第三者に交付したことを、本人に通知することで、不正取得の発覚につながります。
　この制度は登録者が増えることで、不正請求に対する抑止力の強化につながります。自分や家族の
大切な個人情報を守るために、ぜひ登録してください。

現在の登録情報　1,217人（平成29年9月末）　　　目　標　3,000人（平成33年3月末）

問い合わせ：市民課（TEL24-7014・FAX23-6537）　人権推進室（TEL24-7022・FAX23-6537）

●まず登録を
手続きは市窓口へ

●登録後、本人以外に住民票などを交付したときは
本人以外に住民票などを交付　　　　　　交付したことを登録者本人へ通知

市民課、各支所、各人権ふ
れあいセンター、各児童
館で登録することができ
ます。印鑑と運転免許証
など本人確認できる書類
をお持ちください。

■人権推進室（TEL24-7022・FAX23-6537）

人権擁護委員　活動紹介
人権擁護委員は、全国の各市町村で活動を行う民間ボランティアです。
おもな業務内容は、地域の人から人権相談を受けたり、
人権についての啓発活動を行っています。
今回は、人権啓発活動について紹介します。

（１）人権教室
　各地の小学校や幼稚園・保育園などを訪れ、紙芝居や
人形劇などを通じて、相手を思いやる優しい気持ちを育
てる活動を行っています。
（２）人権の花運動
・小学校や幼稚園、保育園に花の球根やプランターなどを
配布します。子どもたちが協力して育てることによっ
て、生命の尊さを実感するととも
に、豊かな心を育み、優しさと思い
やりの心を体得することを目的とし
ています。
・市の保育園・幼稚園と小学校で、約
200名の園児・児童が京都府の人権
の花「すいせん」の球根の植え付け
を行い、大切に育てています。

人
形
劇

紙
芝
居

植え付けの様子

⇨

きれいな
「すいせん」の花が
咲くといいなぁ…
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　人権ふれあいセンターは「地域福祉のコミュニティセンター」として、人と人とのつながりを大切
にし、その絆をさらに強めることによって、お互いを認め合い偏見や差別のないふるさと福知山を作
るため、年間を通してさまざまな事業を実施しています。

　市内にお住まいの人であればどなたでもご参加いただけます。内容･開催日は会館によって異なり
ます。詳しい内容や申込方法などについては各人権ふれあいセンターへお問い合わせください。
■人権推進室（TEL24-7021、7022・FAX23-6537）
■人権ふれあいセンター
　開館日：毎週月～金曜日　午前9時～午後5時45分
　休館日：土・日・祝日、12月29日～1月3日

施　設　名 所在地 電話・FAX 施　設　名 所在地 電話・FAX
下六人部会館 長　田 27-0194 きらめき館 夜久野町額田 37-1311
南佳屋野会館 前　田 27-6009 さわやか館 夜久野町板生 38-0328
堀　会　館 堀 23-3927

人権と福祉の拠点施設

人権ふれあいセンターのおもな事業

●教養・文化教室の開催 ●交流事業の開催

●高齢者デイサービス事業

・創作教室　　 ・カラオケ教室
・体操教室　　 ・気功教室
・手芸教室　　 ・編み物教室
・書道教室　　 ・野菜作り教室　など

・夏祭り
・文化祭
・ふれあい
　サロン
　　など

●人権啓発事業の開催
・人権啓発フェスティバル
・人権講演会
・人権啓発パネル展など

●総合生活相談の窓口
身近な生活相談の窓口として様々な相談に応
じています。
・福祉相談・教育相談・人権相談
・就労相談
　ハローワーク・北京都ジョブパークと
　連携して、就労についての相談を行っ
　ています。

(下六人部会館･南佳屋野会館･堀会館･夕陽
が丘教育集会所）
　高齢者がいつまでも元気で活き活きと暮
らしてもらえるよう、介護予防のための教
室（デイサービス事業）を毎月１回行って
います。会館・集会所まで来られない人に
は、送迎サービスがあります（運行時間の
関係で送迎地域に制限があります）。

( (

堀会館ふれあいの夕べ

下六会館「デイサービス」
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福
知
山
市
内
に
は
10
館
の
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
、

①
「
人
を
大
切
に
す
る
人
材
育
成
事
業
」　

　

子
ど
も
た
ち
が
差
別
に
気
づ
き
、
差

別
を
な
く
そ
う
と
実
践
す
る
こ
と
の
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
く

②
「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く

③
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
び
の
び
事
業
」

　

乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

の
居
場
所
や
相
談
場
所
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く

　

こ
の
３
つ
の
取
組
を
中
心
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
社
会
体
験
交
流
研
修

　

こ
の
事
業
で
は
、
児
童
館
で
学
習
し

て
い
る
小
学
生
５
・
６
年
生
を
対
象
に

し
、
仲
間
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

人
権
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
は
、
奈
良
県
御
所
市
を

訪
れ
、
水
平
社
博
物
館
を
見
学
し
、
西

光
寺
の
住
職
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
、

日
本
最
初
の
人
権
宣
言
で
あ
る
「
水
平

社
宣
言
」
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
差
別
を
な
く
す
た
め
に
み
ん
な
が

協
力
し
て
水
平
社
を
つ
く
っ
た
の
が
わ

か
っ
た
。
」

　　　　　　

「
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
苦
し

い
こ
と
な
ん
だ
と
分
か
っ
た
。
」

「
十
人
十
色
、
人
に
は
個
性
が
あ

る
。
」

「
差
別
を
さ
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声

を
か
け
て
、
差
別
を
し
て
い
る
人
に
は

注
意
を
し
て
い
き
た
い
。
」

　

こ
の
よ
う
に
研
修
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
を
大
切
に
し
、

人
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
ま

た
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
「
人
に
い

ち
ば
ん
近
い
ま
ち
」
「
幸
せ
を
生
き

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

開
館
時
間

※
火
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
ま
で

（
日
曜
日
・
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

※
南
有
路
児
童
館
は
、

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　

午
後
１
時
〜
６
時
ま
で

（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

お
近
く
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
子
育
て
支
援
課

（
TEL 

24-

７
０
８
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

児
童
館
の
取
り
組
み

〜「
幸
せ
を
生
き
る
」

　
　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜

市内の児童館・児童センター 所 在 地 電話 /FAX
堀児童館 堀 　 口 23-5973
前田児童館 前 　 田 27-6711
南佳屋野児童館 南佳屋野町 27-5260
丘児童センター 旭 が 丘 23-3549
下六人部児童センター 長 　 田 27-3299
庵我児童館 下 猪 崎 23-7309
菟原児童館 菟 原 下 二 58-4366
額田児童館 向 37-1217
上夜久野児童館 中 　 田 38-0552
南有路児童館 南 　 二 57-0612
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　また、貸館として文化サークル・レクリエーション活動、自治会・公民館活動、子育て支援活動な
ど、各種団体の諸活動に利用できます。ただし、政治・宗教活動や営利目的での貸館はできません。

施設名 所在地 電話番号 施設名 所在地 電話番号
前田教育集会所 前　　 田 27-4327 上小田教育集会所 上 小 田 33-2823
夕陽が丘教育集会所 夕陽が丘 23-6498 一ノ宮教育集会所 一 ノ 宮 33-2824
旭が丘教育集会所 旭 が 丘 22-4649 大正文化センター 東 　 　 堀 22-5729
小田教育集会所 野　　 花 33-2094 夜久野町教育集会所 夜久野町額田 37-0370
庵我教育集会所 猪　　 崎 23-7236 新町コミュニティ会館 大江町河　守 56-1992
岡ノ三教育集会所 岡 ノ 三 23-7232 金屋ふれあいセンター 大江町金　屋 56-1802
金山教育集会所 行　　 積 36-0634 昭和集会所 大江町南有路 57-0001
下豊富会館 新　　 庄 22-0365 施設管理人の駐在日・時間は館毎で違います。

＊使用料無料。ただし光熱水費実費が必要な場合有。12月29日～1月3日休館。日曜・祝日の利用可。
ご利用の場合は、1週間前までに集会所か市生涯学習課までお申し込みください。    ■生涯学習課（TEL24-7064）

豊かな人間性を養い、一人ひとりがお互いを認め合い尊重しあえる社会づくりをめざしています。
■生涯学習課（TEL24-7064・FAX24-4880）

貯筋体操で汗を流す (旭が丘教育集会所 ) 革で印鑑入れ・小物を創作 (金屋ふれあいセンター )

   教育集会所は、さまざまな人権問題について理解と認識を深め、差別を解消することを基本とし、
ふれあいを大切にすることを目的に教育・啓発・文化交流などの活動を推進する施設として設置して
います。
 各館独自で主催事業を展開しており、高齢者向け教室や文化教室に参加することができます。自分
の趣味に合った講座を受講してみませんか？

身近な教育集会所へ

《利用上のお願い》
・使用後は、使用報告書に必要事項を記入してください｡
・机や座ぶとん、使用された備品等はもとの場所にお返しください｡
・建物や備品を破損することのないよう、大切に使用してください｡
・料理などで出た生ゴミやジュースの空き缶、タバコの吸い殻などのゴミは必ずお持ち帰りください｡
・火災防止のため電気、ガス、灰皿の確認、また盗難防止のために窓の施錠をしてお帰りください｡
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人
権
の
輪
つ
な
が
り
広
が
り
事
業

　

人
権
の
輪
つ
な
が
り
広
が
り
事
業
と

は
、
次
代
を
担
う
人
権
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
権
や
平
和
を
学

習
す
る
事＊

業
に
参
加
す
る
小
・
中
・
高
校

生
が
、
つ
な
が
り
あ
い
、
仲
間
づ
く
り
を

め
ざ
す
取
組
で
す
。
仲
間
づ
く
り
を
通
し

て
、
お
互
い
の
活
動
内
容
を
学
び
、
刺

激
し
あ
い
、
人
権
・
平
和
学
習
を
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
多
く
の
人

に
伝
え
る
た
め
に
、
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
、
人
権
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

＊
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
（
差
別
を
許
さ
な
い
子
ど
も
育
成

協
議
会
）
10
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
合
同
事

業
小
学
生
社
会
体
験
交
流
研
修
、
広
島
平
和
行

動
、
長
崎
平
和
学
習
の
旅
、
沖
縄
人
権
文
化
体

験
研
修
、
各
児
童
館
学
習
ク
ラ
ブ

★
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

史
跡
等
を
め
ぐ
り
、
普
段
で
は
感
じ
る

こ
と
の
な
い
視
点
か
ら
歴
史
を
学
び
、
現

在
に
残
る
差
別
の
不
条
理
性
（
お
か
し

さ
）
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
福
知
山
市
社
会
人
権
教
育

推
進
委
員
会
・
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
共
催
と
し
て
、

７
月
24
日
（
月
）
に
岡
山
県
瀬
戸
内
市
に

あ
る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
長
島
愛

生
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
や
差
別
の
実
態
に

つ
い
て
学
び
、
参
加
者
同
士
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
差
別
を
許
さ
な
い

子
ど
も
育
成
協
議
会

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
と
は
、
差
別
を
許
さ
な
い
子

ど
も
育
成
協
議
会
の
愛
称
で
、「
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｙ
」（
学
ぶ
）・「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」（
考
え
る
）・

「
Ａ
Ｃ
Ｔ
」（
行
動
す
る
）・「
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
」

（
権
利
）の
頭
文
字
を
と
っ
て
名
づ
け
ま

し
た
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
人
権
（
権

利
）
に
つ
い
て
、
学
び
、
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
で
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
人
生
の

主
役
「
ス
タ
ー
」
と
な
っ
て
ほ
し
い
、
そ

ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
愛
称
で
す
。

　

協
議
会
は
、市
内
の
小・中
学
生
約
30
人

の
子
ど
も
会
員
と
子
ど
も
の
育
成
に
関
わ

る
組
織
・
団
体
の
代
表
や
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
活

動
に
共
感
す
る
人
、子
ど
も
会
員
の
保
護

者
等
の
大
人
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
員
は
、
単
に
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
、
受

付
、
司
会
な
ど
、
大
人
た
ち
と
一
緒
に
運

営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
を
卒
業
し
た
高
校
生
が
、
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
応
援
す
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
国
際
交
流
事
業

　

外
国
籍
の
人
と
交
流
し
、
世
界
各
地
の

文
化
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
知
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
市
内
観
音
寺
で
毎
年
開

催
さ
れ
る
「
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
農
園
収

穫
祭
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
祭
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽

し
む
と
と
も
に
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
子
ど
も
会
員
た

ち
も
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
考

え
、外
国
籍
の
人
た
ち
と
交
流
し
ま
す
。

★
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
親
子
で

人
権
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
、
映
画
の
上
映
会
や
太
鼓
の
演
奏
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
子
ど
も
会
員
は
、
子
ど
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
当
日
の
会
場
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
の
作
成
、
受
付
や
会
場
整
理
、
司

会
進
行
な
ど
を
努
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
自
分

た
ち
で
開
催
・
運
営
し
ま
す
。

★
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
会
員
と
、
子
ど
も
会
員
と
し
て

活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
小
・
中
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味
を

持
た
れ
た
人
は
、
ぜ
ひ
協
議
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
【
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
（
差
別
を
許
さ
な
い
子
ど

も
育
成
協
議
会
）
事
務
局
】
市
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
課（
TEL 

24-

７
０
６
４

・
FAX 

24-

４
８
８
０
）

STAR の子ども会員

若
い
力
が
未
来
を
つ
な
ぐ

学芸員の説明を聞く参加者
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相手の気持ちに寄り添いましょう！
あなたが「悲しい」と感じたことはどんなことでしょうか。
大切に使っていたコップをうっかり割ってしまったことでしょうか。
飼っていたペットが死んでしまったことでしょうか。
同じことを経験しても、人によって感じ方は違います。
あなたが何も感じていないことも、人によっては「悲しい」と感じることかもしれません。
人の数と同じだけ、さまざまな「悲しい」が存在するのです。
相手のことすべてに共感し同意することは難しいです。
もちろん、自分のことをすべて受け入れてもらうこともできません。
しかし、相手の言っていることや思っていることが、その時すぐにわからなくても、
あとになって「あの人はあの時こう思っていたのではないだろうか」と
ふと気がつくことがあります。
大切なのは、相手の気持ちに寄り添う姿勢です。
たとえ、相手が何を思っているのかわからないとしても、
それを理解する努力をすることはできます。
そして、お互いが相手の気持ちに寄り添えた時、
初めてその人と「つながる」ことになるのではないでしょうか。　　

■生涯学習課（TEL24-7064・ FAX24-4880）
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長崎平
和学習の旅　学習報告
8月8日（火）～10日（木）

事後
発表会

　  8月25日（金）に福知山市
  民ホールで行われた「人に
いちばん近いまちづくり
人権講演会」で、市民の方
の前で平和宣言文や現地で
  学んだことについて発表
　 しました。

平
和
宣
言
文

・
命
や
人
権
を
尊
重
す
る

・
過
去
の
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い

・
偏
見
を
持
た
ず
、
相
手
を
知
ろ
う

　

と
す
る

・
小
さ
な
こ
と
で
も
感
謝
の
気
持
ち

　

を
持
つ

・
笑
顔
で
毎
日
を
過
ご
す

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

①
被
爆
体
験
講
話

　

72
年
前
に
被
爆
さ
れ
た
深
堀　

讓
治
さ

ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
深
堀
さ
ん
は

中
学
３
年
の
と
き
に
被
爆
さ
れ
、
母
親
を

亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
深
堀

さ
ん
は
「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
ら
れ

る
想
像
力
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

②
こ
じ
ん
ま
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
地
元
長
崎

の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
、「
国

立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」

や
「
ふ
り
そ
で
の
少
女
像
」
な
ど
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
Ｍ
Ｙ
平
和
宣
言

　

核
兵
器
を
な
く
す
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
？
に
つ
い
て
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、自
分
た
ち
の「
Ｍ

Ｙ
平
和
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

ふ
か
ほ
り　
　
じ
ょ
う

じ

　

本
市
の
高
校
生
４
人
が
８
月
８

日
〜
８
月
10
日
ま
で
被
爆
地
長
崎

で
の
平
和
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
学
習
を
と
お
し
て

平
和
の
大
切
さ
や
尊
さ
を
学
び
、

広
く
人
権
感
覚
を
養
う
と
と
も
に

そ
の
学
習
成
果
や
人
権
尊
重
の
意

識
を
市
民
に
啓
発
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
２
日
間
に
渡
る
「
青

少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参

加
し
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
現
地
ガ
イ
ド
の

方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
被
爆

遺
構
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
参
加
し
ま
し
た
。

しお　　 み　　 ゆう　　すけ

ふく　　おか

むら　　かみ　　 ま　　　な

ひがし　　　　　　 み　　　き

今年度参加者　左から
塩　見　悠　介さん（府立工業高校）
福　岡　なつかさん（中丹支援学校）
東　　　美　希さん（福知山高校）
村　上　真　奈さん（福知山高校）

▲こじんまりフィール
ドワーク

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
「
長
崎
平
和
学
習
の
旅
」
の

最
終
日
に
は
、
現
地
ガ
イ
ド

の
人
か
ら「
山
王
神
社
」や「
浦

上
天
主
堂
」
な
ど
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
被
爆
の
実
相

や
キ
リ
シ
タ
ン
差
別
、
部
落

差
別
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

現
地
で
し
か
経
験
で
き
な

い
、
原
爆
の
実
態
を
学
び
、

平
和
へ
の
決
意
を
新
た
に
帰

福
し
ま
し
た
。

▲原爆落下中心地公園での様子
　72年前の地層が保存されている。

■人権推進室（TEL 24-7022・FAX 23-6537）


